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乱スペク トルを槻測し､NaLa くM o O )`～のスペク トルとの比較によりそれら
のモードの同定を行なった｡ そして､それらにもNaLa (M o 0.)2において
扱測された cationorderingによるモードが観測された｡ NaLa(MoO`)2
の高圧ラマン散乱の実験を行ない､各モードの圧力依存性が Jayaramanらによっ
て報告されているようなシーライ ト型結晶と同様であることがわかった｡
それに加え､シーライ ト型結晶 M2◆Mo0-21(M:Ca,Ba,Sr,
Pb)に関して Tarteらによって報告されているMo0-2~イオンのAg回転モー
ドの周波数とM2◆イオンのイオン半径との線形な関係､そしてMo0-2-イオンの
内部振動 vlモードの周波数とM2◆イオンのイオン化Jポテンシャルとの繰形な関係
がともに本研究におけるシーライ ト型 double･motybdateの場合においても成立
することがわかった｡
LiNd(Mo0.)2において Kalyakinらによって相転移が和浩されて
いるが､本研究での高温におけるラマン散乱スペク トルの規測からは確認されな
かった｡
ー1029-
